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I は じbに
本稿は,小学校社会科概念探求学習の創造をめざす一連の研究の結果を報告するものである。今
回は,1992年度大学教育方法等改善経費による共同研究「教員養成システムのモデル化と教師教育
教材の開発に関する研究」にも取り上げた5年「冷凍サンマの秘密」実践 (89年■月田中俊男附属
小学校教諭実施)と,最新の実践である5年「ウェザーニューズ社の秘密」実践 (92年■月金兒利
明附属小学校教諭実施)を報告する。なお,上記の共同研究の報告書は別に作成している。そこに
は「クロネコヤマト宅急便快進撃の秘密」教授書試案の追試 (92年7月金兒教諭実施】結果も載せ
ているので併せて参照していただきたい。また,本稿は拙稿「概念探求学習のための教材・教具 (典
型的事例)の開発」(全国社会科教育学会誌『社会科教育論叢』第36集,89年)に連続するものでも
ある。併せて参照していただきたい。
「冷凍サンマの秘密」実践 (5時間扱い)の報告を今日まで持ち越した理由は次の通りである。
92年度全面改訂の小学校社会科教科書に「流通」機構による価格操作が記述され (詳しくは拙稿「小
学校社会科概念探求学習の創造(2)-1992年度使用教科書分析と主要概念構造図を中心に一」〈全国社
会科教育学会誌『社会科研究』第40号,92年〉を参照していただきたい),「流通」学習本格化の道
が開け,本実践の価値が著しく高まった。そこで,一連の概念探求産業学習プランに比較してやや
高度な学習プランと思われる同実践も報告しておきたいと考えた次第である。
気象情報サービスの教材化・授業化に取り組んだ理由は次の通りである。95年から気象情報サー
ビスの自由化が予定され (本稿脱稿時点では法案の国会通過は未前であるが,ほぼ通過する見通し
と報道されている),今後全国各地の小学校で実践化が試みられると予想される。その意味で本実践
はその先駆的試行と思われるからである。さらには,現行小学校社会科学習指導要領下における「通
信」の扱いが行き詰まりを見せ (詳しくは後述する),その打開には我々が提起してきた主要概念構
造図からの教材解釈が有効と思われるからである。
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H 「冷凍サンマの秘密」実践の教材解釈,授業構成,授業事実と授業評価
1 教材解釈
教材解釈は,流通の川下に当たる倉庫業や総合商社は価格操作のために冷凍サンマを生サンマ流
通の旬及び最盛期に大量に出荷する, というものである。
田中氏はその点を次のように述べている。(田中「生活から聞いを,そして計画へ」鳥取大学教育
学部附属小学校『附小』第11号,90. 2,以下引用は同じ。)
「旬である秋に冷凍さんまが大量に出回り,冷凍さんまの価格が生さんまの価格を底上げし,こ
の価格操作のための入荷量制限が出荷拒否を生み,全国さんま棒受網漁業生産調整組合では,大量
の水揚げができるのにも関わらず,休漁せざるをえないという状況がある。中『流通過程は,生産
現場の旬を正しく引き継がず,消費の場面における需要を利用しながら供給操作 (出荷調整)ひい
ては価格操作がはかられ』『大衆魚は,エサ。加工その他に回る魚が安い分だけ値を上のせされ,し
かも冷凍庫を利用した価格操作によって,値段の点では大衆魚と呼べないものになってしまった』
のである。つまり,通年供給,多様な食材の提供,嗜好,生活に対する利便性,規格・定型・定価
格化等を可能にした冷凍技術・運搬技術・情報通信網の発達が,伝統的な水産物の流通の構造に変
化をもたらし,卸売市場の自由な価格形成の場という役割を形骸化させたのであり,まさに『秋の
冷凍さんまの大量出荷』は,その典型的事例と考えられるのである。」
2 授業構成
今回は,導入部に関する報告を行う。概念探求型授業の成否は,メイン・クェッションの成立如
何にかかっていると言っても過言ではないからである。
先述の教材解釈に至るMQは「さんまが旬の秋に冷凍さんまが大量に出回っているのはなぜだろ
うか ?」である。このMQに瞬時に到達する授業構成と典型的教材教具が求められる訳である。そ
こで我々は次のような導入を構想した。
「本単元は,冷凍さんまが一番大量に出回るのはいつかを予想させることから始める。それは当
然時期外れという予想になるはずである。そこで,冷凍さんまが大量に出回っているのは,実は旬
の秋であることを示すグラフを提示する。それにより子どもたちが日常抱いている生活経験をゆさ
ぶることができ,『さんまが旬の秋に大量に出回つているのはなぜだろうか』という共通課題を生み
出せはしないだろうかと考えたからである。」
田中氏も言うように,子どもたちは当然ながら端境期に大量に出回るものと予想する。それに対
して正反対の事実を提示すれば「なぜ ?」 とのMQが自然に無理なく成立し,秘密解明の探求活動
が開始されるものと構想したのである。後はMQ成立以降の探求を保障する資料を準備すればよい
訳である。回答MAに至る探求プロセスはいつもの通り,個別探求ルートと一斉探求ルー トから構
成する。個別探求を旺盛に組織し,援助するためのデータ。バンクとして,「学習の手引き」「ヒン
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卜・カード」「チェック・カー ド」を5類型18葉,ファイル資料45冊,VT Rll本,資料一覧表を用
意し,ワー クスペースに配備した。膨大なデータバンクであるのでフアイル資料一覧とVTR一覧
のみを以下に紹介する。
(ファイルー覧〉
A-1 漁獲量とねだん①さんまの漁獲量と東京での小売価格 (日本長期統計総覧より作成)
A-2 漁獲量とねだん②さんまの漁獲量と東京での小売価格1973～1984年のグラフ (同上)
A-3 漁獲量とねだん③宮古市の漁獲量と平均ねだんの移りかわり (教育出版教科書資料)
B-1 水あげ量とねだん①さんま産地水あげ量と産地市場価格1973.3～1977.3,1987.■～1989.
6月 (農林水産統計月報)
B-2 水あげ量とねだん②さんま産地水あげ量と産地市場価格1976.3～1976.12月のグラフ(同上
月報より作成)
B-3 水あげ量とねだん③さんま産地水あげ量と産地市場価格1988.1～1988.12月のグラフ(同上)
B-4 水あげ量とねだん④イワシ・サバ・アジ・サンマの水あげ量と産地価格の変化 (水産庁監修
「21世紀の水産業へのアプロー チ」)
B-5 水あげ量とねだん⑤さばの生産調整と加工 (日本書籍教科書資料)
C-1 さんまの市場入荷量と価格①生・冷凍さんまの東京市場入荷量と市場価格1976.3～1989.6
月 (農林水産統計月報)
C-2 さんまの市場入荷量と価格②生・冷凍さんまの入荷量と価格1955,1976,1977年のグラフ(農
文協文化部「魚よなぜ高い」より作成)
D-1 さんまの東京市場入荷量①生さんまと冷凍さんまの入荷量1977.1～1987.12月のグラフ(農
林水産統計月報より作成)
D-2 さんまの東京市場入荷量②生さんまと冷凍さんまの入荷量1976.6～1976.12月のグラフ(同
上 )
D-3 さんまの東京市場入荷量③生さんまと冷凍さんまの入荷量1988.1～1988.12月のグラフ(同
上 )
E-1 さんまの東京市場のねだん①生さんまと冷凍さんまの平均価格1977.1～1987.12月のグラフ
(同上)
E-2 さんまの東京市場のねだん②生さんまと冷凍さんまの平均価格1976.3～1976.12月のグラフ
(同上)
E-3 さんまの東京市場のねだん③生さんまと冷凍さんまの平均価格1988.1～1988。12月のグラフ
(同上)
F-1 冷凍ものの入荷量と価格①冷凍アジ・冷凍サバ (「魚よなぜ高い」)
G-1 大衆魚の漁獲量の移りかわり① (同上)
H-1 水あげされた魚のゆくえ①イワシ・サバの生産量と消費地市場で取りあつかつた量1965～1975
年 (同上)
H-2 水あげされた魚のゆくえ②イワシ・アジ・サバ・サンマの用途 (同上)
H-3 水あげされた魚のゆくえ③アジ・サンマ・サバの水あげ量と消費地市場での取りあつかい量
(「21世紀の水産業へのアプローチ」)
H-4 水あげされた魚のゆくえ④大衆魚を犠牲にして (境一郎「魚が滅びる」)
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I-1 魚の大きさによる産地価格のちがい①アジ・サバ・サンマ。イワシ1982年(河井智康「魚」)
I-2 魚の大きさによる産地価格のちがい②アジ・サバ・サンマ・イワシ1975年 (「魚よなぜ高い」)
J l 冷凍保存①冷ぞう施設能力の移りかわり (長谷川彰他「新海洋時代の漁業」)
J-2 冷蔵保存②超低温冷ぞう庫の広まり (「魚よなぜ高い」)
J-3 冷凍保存③消費者の好みと鮮度保持 (「21世紀の水産業へのアプロー チ」)
K-1 輸送技術①冷凍草,保冷車の台数のへんか (「新海洋時代の漁業」)
L-1 魚の水あげと流通①魚の水あげ (あゆみ出版教科書資料)
L-2 魚の水あげと流通②産地市場の仕事 (学校図書教科書資料)
L-3 魚の水あげと流通③産地市場から消費地へ (あゆみ出版教科書資料)
L-4 魚の水あげと流通④魚のねだん (学校図書教科書資料)
L-5 魚の水あげと流通⑤冷凍庫と魚の価格 (あゆみ出版教科書資料)
L-6 魚の水あげと流通⑥魚が消費者に届くまで (「21世紀の水産業へのアプロー チ」)
L-7 魚の水あげと流通⑦消費地市場 (東京)に入荷する水産物の形態 (「魚」)
L-8 魚の水あげと流通③消費地市場(6大都市)に入荷する水産物の形態 (「新海洋時代の漁業」)
L-9 魚の水あげと流通⑨魚の価格:産地安と消費地高 (「魚」)
L-10 魚の水あげと流通⑩ス パーーなどから見た卸市場の問題点 (「21世紀の水産業へのアプロー
チ」)
M-1 さんま漁① (学校図書教科書資料)
N-1 魚の価格の変化①魚,野菜,米,肉の価格の比較 (同上)
N-2 魚の価格の変化②生,冷凍,加工ものの価格の比較 (「魚よなぜ高いJ)
0-1 魚の購入①価格の変化 (向上)
0-2 魚の購入②高級魚と大衆魚の購入量 (「21世紀の水産業へのアプローチ」)
P-1 さんまニュース (新聞言己事)
P-2 高い魚ニュース (新聞記事)
(VTR一覧〉
V-1 サバ・イワシ・サンマの漁獲量 昭和40～52年
V-2 サンマの漁獲量 1989年
V-3 サンマ :漁から魚の選別,輸送まで～漁・水あげ・産地市場 。仲買い。輸送～
V-4 サンマも1年を通じて～冷凍技術の進歩とサンマの選別～
V-5 サンマ:産地市場から消費地市場へ～消費地市場であつかわれない大衆魚～
V-6 大船渡のサンマの水あげ 1989年～生食用・直送便～
V-7 冷凍サンマ・小サンマのゆくえ～冷凍技術・輸送網・情報網のもたらしたもの～
V-8 サンマの生産調整～産地市場で～
V-9 サバのゆくえ～豊漁でも入荷拒否される大衆魚～
V-10 高級魚のねだんと魚の流れ・マグロ～漁船から冷凍庫へ・市場へは冷凍庫から～
V-11 アジの鮮度の変化～産地から家庭まで～
さんまの旬はいつだろう。 学習計画を立てて、自分の問いを追究しよう。
さんまの旬は秋。
社会科資料集40P基本資料
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んまは、いつ卸売市場に出
荷されるのだろう。
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計画を変更して自分の追究を統けよう。
旬に冷凍さんまが大量に出回るわけをまとめよう。
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3 授業事実 (導入部)
田中論文から授業の実際を紹介しよう。
「列指名で,子どもたちにこの秋よく食べた魚を尋ねることから始めた。予想通り,アジ,サバ,
サンマの名前が上がった。そこで,『さんまの旬はいつか ?』さらに『月で言うといつか ?』と問い,
OHPで『1988年六大都市中央卸市場への生さんまの月別入荷量』(グラフ)を提示して,子どもた
ちが予想した通り,さんまは秋が旬であること, 9月から10月にかけて大量に入荷していることを
確認した。その上で社会科資料集 (青葉出版)40頁『水産物の流れどを見させ,水揚げされたさん
まが卸売市場へ出荷される流れと,一度冷凍倉庫に入れられ,そこから卸売市場に出荷される流れ
の二つがあることを確認し,『冷凍さんまは,いつ卸売市場に出荷されるのか ?』と発問した。子ど
もたちの予想は,生ものの出荷量が少ない時期に出荷し,高い価格で売るというものであった。さ
らに,実際との違いを強く印象付けるため,予想した冷凍さんまの入荷量を前掲のシートに書き入
れさせ,『生さんまの入荷量が多い時,冷凍さんまは少ない』ことを確認した。そして,実際の冷凍
さんまの入荷量を表したシートをオーバーレイさせた。意図した通り,『ええっ』『おかしい』とい
う驚きの声が上がった。『旬に冷凍さんまがたくさん出荷されるのはなぜだろう?』という共通課題
が,そして,この単元のメイン・クェッションが子どもたちの中に成立したのである。・・・
共通課題に対する予想をノートに書くよう指示した。ここで生まれた予想は,『生さんまが少ない
場合に冷凍さんまを多く混ぜる (不漁説)』『生さんまは外国に輸出する (輸出説)』『生さんまの出
荷量が (消費量に比べて)足りない (消費量説)』 F冷凍さんまを生さんまと思わせて,実は冷凍さ
んまを売る魂胆 (ごまかし説)』『長い間冷凍すると電気代が高くつく (保存費用説)』『旬にとれた
さんまは冷凍し,前の年にとって冷凍しておいたさんまを出荷する(生→冷凍・冷凍→出荷説)』『<
水産物の流れ>で, とった魚がそのまま飼肥料工場にも行っているから,生さんまは飼】巴料工場と
か外国にやるから,冷凍さんまを飼肥料にしている (飼肥料説)』 の7説であった。ここで,『不漁
だからというのは,旬なのに不漁なわけないから,変だ』『旬だから不漁なわけないというのは,お
かしい』『旬でも不漁な時はある』『冷凍さんまをたくさん出荷しているということは,その年にと
れたさんまだけでは足りないということだから,冷凍さんまを出荷しなければいけないのなら,そ
の年にとれたさんまは,全部生で出荷されると思う』といった話し合いが行われた。この後,各自
予想を選択し,計画を立て,30分の集中学習に入っていった。」
4 授業評価
田中氏も指摘するように,また,授業に立ち会った参観者全員があまりに見事なまでのMQ成立
に驚いた。しかし,冷静に考えれば驚 くには当たらない。導入部の構成を,概念探求型の問い(Why
型のMQ)と,理論・教材解釈を体現し,同時に子どもたちの既有の認識に挑戦し,修正を追る教
材教具で構成するならば,このように結果するのである。それはベテラン教師・新卒教師を問わず
再現可能なことであろう。導入部の授業事実はそのことを示している。
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Ⅲ 「ウェザーニューズ社の秘密」実践の教材解釈,授業構成,授業事実と授業評価
1 教材解釈
先に現行小学校社会科学習指導要領下における「通信」の扱いが行き詰まっていると述べた。そ
の意味は以下の通りである。
周知の通り,現行小学校社会科学習指導要領は5年で「運輸,通信」の学習を要請している。と
ころが多くの場合,目的論的理解や社会的意味の理解を迫る形に授業を構成する結果,知識理解面
の学習は取り上げる事例自体の学習に終始し,「現代社会における運輸,通信」の理解に到達し得な
いでいる。その悩みが端的に吐露されたのが92年度全国社会科教育学会 。日本社会科教育学会合同
研究大会 (愛知教育大学,92年9月26日)の課題研究C「産業構造の変化に応える産業学習を探る」
分科会であった。小山は司会進行を勤めていた。東京都小社研関係者から「通信を教えるために例
えば放送局の教材化 。実践化が試みられるが,放送局自体の学習に終始し,放送局を通して何を教
えるのかが判然としない (本来は「通信」を教えるはずであるが)のが偽らざるところである」と
報告された。「運輸」の場合も宅配便自体の学習に終始し,宅配便を通して何をおしえるのかがこれ
また明確にならないと言う。
山根栄次氏 (二重大学)がフロアーから指摘したように,「運輸」に関しては我々が作成した教授
書試案「クロネコヤマト宅急便快進撃の秘密」がある。しかし,「通信」の典型的教材教具化は我々
も未だ試みていない。
我々の立場からのコメントも意識したが,授業を開発した上でより説得的,建設的な提案を行う
方がベターであると思い,コメントを差し控えた。帰鳥後に早速,主要概念構造図の拡張を開始し
た。その結果を金兒教諭との共同研究に注いだ。氏とは7月の「クロネコヤマト宅急便快進撃の秘
密」教授書試案の追試時に,次回のアイディアとしての通信教材の改善を話し合つていたからであ
る。以上のような事情があったことを敢えて触れておきたい。
本論に戻る。我々の教材解釈の基本的視点は,「商品化する情報通信サービス」という視点である。
「現代の高度情報化社会における情報通信サービス」を捉えさせようという訳である。概念的知識
の形式で表現すれば「高度情報化社会における情報通信サービス (気象情報サービス)は,多品種
少量・変種変量サービスによる高付加価値化が求められるので,川下需要即応型・川下需要開発型
になる」というものである。
周知の通り,わが国では「通信」と「放送」とが長らく分離して発達してきた。しかし,85年4
月の電気通信事業の自由化以来,両者の境目が分かりにくくなり,融合が進んでいる。日本経済新
聞92年10月16日付によると,第一種電気通信事業者 (回線設備を自ら設置してサービスを提供)は
70社,第二種電気通信事業者 (回線設備を借りてVANサービスを提供)は1023社に昇るという。
現在展開されている気象情報サービス業は,気象庁,日本気象協会経由の気象情報を独自に力日正
し,第二種電気通信事業としてユーザーにサービスする事業である。
2年後には庁―協会的縛りも解禁され,民間業者による自由競争が開始される。こうした現況の
下,すでに「客グス」(客予測システム)や「売レグス」(単品・品群売れ行き予測システム)が販
売され活用されているし,それに類似した他のソフトや通信システム (ハー ド)も開発,販売され
ている。競争は一段と過熱している。その際,ソフト,ハー ド,サー ビスが商品足り得るか否かは,
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ひとえにユーザーである川下ないしはみずうみのエーズとの即応程度に関わる。特定の業種 (例え
ば電力会社や建設業,プロ野球球団)や,個人的関心事 (旅行やレジャー)に限りなく添う商品が
売れ筋になろう。情報通信サービス産業は高付加価値産業であることが求められている。
この点に関して金兒氏も次のように述べている。 (「鳥取大学教育学部附属小学校平成4年度教育
研究発表会学習指導案綴」92.11.13)
「学習指導要領の改訂により,産業学習の内容において産業構造や社会の変化に対応し,運輸・
通信などの産業を取り上げることになった。・― 本単元は, これに対応する。ここでは,気象情報
を取り上げる。気象情報は,国民に発表されるようになってから108年が経っている。現在では,テ
レビ。ラジオ・新聞などをはじめとしてさまざまな媒体により,文字情報だけでなく気象衛星ひま
わり。アメグス・ レーダーといった映像情報も数多く提供されるようになってきている。これは,
国民の生活スタイルの変化,産業構造の変化,高度情報化,余暇活動の多様化の増大を背景にして,
国民や社会の気象情報に対するニーズが,近年殊に高度化・複雑化しているためである。また,ス
ーパーコンピュータの導入,レー ダーのデジタル化,新L一ADESSの展開などのハード面,数値予
報モデル,予報ガイダンス,降水短時間予報などソフト面の充実が図られているからである。・…
近年この気象情報を企業化した会社が出現して,さらに地域的・時間的にきめの細かい情報を国民
や産業界に提供して活用されるようになってきた。現在,12社あり200億円以上の収益をあげている
という。●中 高度情報化社会における情報サービスは,川下ニーズ即応型高付加価値サービスが求
められている。気象情報サービスにおけるウェザーニューズ社のような会社についてもそのことが
言える。」
2 授業構成
「単元の構想」 (「単元の目標」「学習計画」「本時の目標」「準備 (資料)とその意図」)は次の通
りである。 (「学習過程」は印刷の都合で本稿末尾に紹介する。)
単元の構想
(1)単元の目標
◎ テレビ放送局や気象会社で働く人々は,わたしたちのくらしに役立つ気象情報を速 く正
確に伝えるために,いろいろな工夫をしていることに気付くとともに,これらの気象情報
を有効に活用することが大切であることを理解して,国民の生活や他産業からのニーズの
対応・伝達手段と発達との関係を説明することができる。
・ 放送局や気象会社で働 く人々の活動や工夫などの情報の収集・資料の操作・活用を通し
て,気象情報が国民の生活や産業を支える役割を果たしているという説明に生かすことが
できる。
・ 気象情報などの計画的な利用について,振り返ることができる。
② 学習計画 (総時数 10時間)
第1次 社会のいろいろな情報をどんな方法で得ているか調べる
第2次 テレビ放送の番組利用調べをして,考える
52
第 3次
第 4次
第 1時
第 2時
第 3時
第 5次
第 6次
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天気予報について調べ,考える
気象情報が商品として売られている理由を考える
ウェザーニューズ社はどこに目を付けたのだろうか。
ウェザーニューズ社ができた理由を探る。
ウェザーニューズ社ができた理由をまとめる。
国民の生活が産業を支える気象情報の働きを考える。
(2時間)
(3時間)
(本時)
(1時間)
(1時間)自分の情報の利用の仕方を考えてまとめる。
(3)本時の目標
◎ 気象会社による天気情報は,より多くの人々のエーズに対応していろいろの工夫がされ
ていることに気付 くとともに,多くの人々に役立っていることが説明できる。
・ 資料などから得た新しい情報を説明に生かすことができる。
・ 問題に対する追究の仕方を振り返ることができる。
(4)準備 (資料)とその意図
① ウェザーニューズ社の社長 (写真)
・ 具体的な人物のイメージを描くことができるようにTP写真を見せる。
② 石橋社長の思い出 (文書資料)
。 石橋社長が会社を作る前に経験した出来事を知らせ,天気情報の意義を教える。
③ ウェザーニューズ社の天気情報
。 ウェザーニューズ社がどのような天気情報を商品として出しているか教える。
④ ウェザーニューズ社の仕事内容
・ ウェザーニューズ社の仕事の内容について知らせる。
⑤ テレフォンーー 天気情報を注文する体験的活動をさせる。
③ VTR「食品売れ筋模様」(7分間)
・テレビ番組「あしたP―KAN気分」より,食パン。牛乳 。うどん。豆腐の売れ筋模様
を知ることができるので,天気情報との関係を確かめる。
3 授業事実
授業事実を「問いと回答」の連続形式で示そう。「T:気象情報はどこから放送局に送られて来
る ?」→「P:気象庁,気象台」→「T:天気情報は売り物になるか ?」「天気情報を売る会社は
あるか P」→ウェザーニューズ社紹介プリントー 括配布→「P:気象会社が12社ある」「同社は80
年代創業」「石橋社長」→「T:どんな天気情報 (商品)が売れているか ?」→「P:雷雨=工場
自家発電情報,降水=野球場開催情報,東京ディズニーランドパレード情報・・・」→「T:放
送局でもやっていたがどこが違うP」 →「P:天気予報対天気情報」「国民全体対部分的」「限ら
れた人。地域・時間,早い,専門的,細かい」→「T:どんな問いを持った ?」「どうして一緒に
しないのか ?」→「一般的な情報で良いではないか ?」「ウェザーニューズ社は,どこに目を付け
て天気情報を商品として売っているのだろうか ?」 →「P:人が集まるところ」「工場」「細かい
情報を欲しがる人」「一般的にやるのは古いと考え,よそがやっていないことを・・ 。という人J
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「24時間,時間に限りが無い仕事」→「T:どんな仕事の人が天気情報を欲しがっているか ?そ
れはなぜか ?」 →「P:イベントの人一雨, JRの人一ダイヤ運行,水産業の人一安全操業,飛
行場の人一行き先情報,野球場の人一弁当等の売れ行き,釣り人,工場,農業,電力会社,大工
さん 。・・」→「T:放送局の情報ではダメ P」 →「P:細かいことがわからない」→「T:野
球場の弁当だけでなく。・・」→「P:ジュース,コー ヒー,おでん」→「T:店長として天気
情報を注文してみよう」「VTR(あしたP―KAN気分)で何がわかりましたか ?」→「P:天
気・気温に合わせた品揃え,売れ行き」→「T:天気情報は,売れ筋食品などのニーズがあり,
多くの人に利用されている」「自己評価カードで振り返ろう」(金兒「説明する力を育てる授業」
鳥取大学教育学部附属小学校『尚徳』第15号,93年2月には詳しいTP記録が収録されている。)
4 授業の評価
構成段階で金兒氏と数次にわたる検討を行った。我々が最も判断を迷ったのはMQの設定であ
る。金兒氏が用意した第一次案 (後掲の学習過程案を参照していただきたい)では「なぜ,ウェ
ザーニューズ社のような気象会社ができるのだろうか ?」であった。「できるのだろうか」とは「現
に企業として存在しているのであるが,なぜ企業化可能であるのか,その理由を問う」という意
味である。問いが高度過ぎるのではないかと判断し,第二次案では「ウェザーニューズ社は,ど
こに目を付けて天気情報を商品として売っているのだろうか ?」 に変更し,実践にかけた。概念
探求学習ではWlly型の問いを用いるのが通常であるが,今回はHow型に変更してしまった。実
は,この変更が導入部でのMQ成立を鈍いものにしている。あくまでも「なぜ,民間会社の気象
情報が必要とされるのか Pテレビや新聞,テレホンサービスの気象情報 。天気予報だけで良いの
ではないか ?(必要とされる秘密を探求しよう。)」というWhy型に固執して変更すべきであった。
ではその場合,どのような展開が考えられるか検討してみよう。
「気象情報はどこから放送局に送られて来る ?」 →「気象庁,気象台」→「天気情報は売り物
になるか ?」「天気情報を売る会社はあるか ?」 →ウェザーニューズ社紹介プリントの一括配布,
という導入部の入り方は,「T:気象情報にはどのようなものがあるか P」→「P:テレビ,新聞,
電話177番がある」→「T:これ以外にあるか ?」 →「P:知らない」→「T:実はある,民間の
会社で気象情報を専門に商売している会社がある」「この事実からどのような問いが生まれるか ?」
→「P:なぜ,民間会社の気象情報が必要とされるのか ?テレビや新聞,177番の気象情報・天気
予報だけで良いのではないかP(必要とされる秘密を探ろう)」 という形に組み直したい。子ども
たちからは多様な問いが提起されるであろうが,それらを認めながらも (個別探求に活かす)一
斉探求の中心にはこの「なぜ」という問いが据えられなければなるまい。(追試を踏まえる必要が
あるが,現段階では,子どもたちの問いは「どのような業務内容の会社か ?」「テレビ等の気象情
報とどう違うか ?」 等の「なぜ」発間の下位に位置づけられる問いと予想される。)
そして,それ以後を次のように展開したい。「T/P:良くないのではないか」→「T:会社が
あるということは, どういうこと?」→「P:良くないということ」「気象情報を欲しがる人たち,
会社,仕事がいる (ある)ということ,テレビ等の情報に満足できないという人々がいるという
こと」→「T:どのような人,会社,仕事が,どのような気象情報を欲しがるのだろう?」「どの
ように調べたら良いのだろう?」→「P:その民間会社の仕事内容を調べる」「テレビや新聞,177
番と比較して違いを調べる」→プリント配布。
さらには,授業事実のように丁寧にウェザーニューズ社の業務内容を把握し,スー パーマーケ
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ット店長としての気象情報注文ゲームを行う。注文の妥当性を吟味するためにVTRを視聴する。
最後に,現代は気象情報サービスも商品になっていること, 2年後には自由競争が開始されテレ
ビの天気予報も各社毎に個性的なものになるであろうこと,ウェザーニューズ社のような企業の
サービスは川下ニーズ即応型が要求されること,等を確認して終結とする。
導入部の構成を以上のように修正すると,プリント配布もより的確に行える。「どのように調べ
たら良いのだろう」と問うまでは,ウェザーニューズ社の業務内容は一切知らせない訳である。
参考までに金兒氏が授業で一括配布したプリント資料を本稿未尾に紹介する。「24時間連続」「リ
アルタイム」の表現が盛られているが故に,配布のタイミングが重要になるのである。(導入部を
全く異なる構成に転換する修正も考えられる。例えば,スー パーマーケットのある日の豆腐の仕
入数と販売数がほぼ同じである事実を提示し,「なぜ,これほどまでに正確に予測できたのだろう?
その秘密を探ろう !」という具合である。その先に商品化する気象情報サービスが見えて来よう。)
Ⅳ おわ りに
今回の二例の実践を構成し実験授業化することで次のことを確認した。「冷凍サンマの秘密」実
践構成,授業化からは,これまで明らかにしてきた小学校社会科概念探求学習構成原理と典型的
教材教具論の一層の妥当性を確認した。また「ウェザーニューズ社の秘密」実践構成,授業化か
らは,導入部構成に多少の改良を加えて定式化すれば,今後の「通信」学習に確かな指針を与え
る授業モデルに成り得ることを確認した。今後速やかに改良型の教授学習過程を準備して実験授
業化し,教授書 (試案)に整備したいと考えている。
(引用文献・参考文献は本文中に表記したので省略する。)
(1993年4月20日受理)
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 芥ュる揃 ( ◎ 花り物(占酌)にしく、｀ろ天気惜穀
その2. ○○ゴルフ場の天気予報
今回これからり!甲‖=力4'ては、Pu□刊
1を来に遺む低気圧の影響玉 ○○)レフ場では雨となり、雨量も多く、
30Rm前後に進しまiしかし低気匠の勘言I工早く、明日rJには関束の文1願上に抜けるため、雨IⅢ明朝61時頃に
は止んξ 早ければ丘前lJよ1子空が広がってきまiこのため、傘やカツパの心配はあうませた力k雨て芝生の
コンアインコンが態いため、スター トはこ日の方が採貨捜tiただ日中は北寄うの風わFs_7%とやや独く、気温
も15℃前後とうよう上がらないため、モーター や,インドプレー カーを用意して下さい。
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称 株式会社ウェザーニューズ
代表Hk締役社長 石橋 憚良
220名
昭和S二年 6月H日
H幕豪子報センタィ
〒26■01千葉市美浜区中瀬1丁目
TEL 043‐274-5550(代表)
(本社)■東京センター
〒105東京都港区乏 3丁目1番地
TEL 03・345S-6262(代表 )
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昭和61年6月  株式会社ウェザーニューズを設立
昭和62年8月 24時間連続天気放送 システム を提供開始。
12月 N HIざナ也球大紀行」(こフアルタイムの
昭不日63年4月 れ坐螢貫畢監年塀亀誼読?i」の
サービス1川始。
H月 円万(IF信越の落雷 ツアルタイム観測網運用開始。
平成元年10月 高山牛|(度0まわり画像「S‐VISSR」受信装置発売。
平成2年1月 CATVIれけ21時間芳天気チャンネル(株)WX24
?
?? 壕だt亮者ゴ志π色箕おぢ格漿ヽとど?え鞍毯.?
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学習過程 (第一次案)
動活習学 主 な 発 間 と 働 き か と, 予想 される発言・ 思考、説明 指 導 上 の 意 図 ・ 留 意 点 資料・準備物1.天気情報について話し合う
。提供は気象庁だった
・天気情報は商品になるか考える
。ウェザーニューズ社の存在を知る
・気象会社が12社あることを知る
。1980年代にでき、東京にある
。再椅博良氏が設立した会社である
2・どんな天気情報 (商品)力S売れている
か考える
・工場に落雷予報として
'野球場に天気予報として
・東京ディズニーランドの食べ物の売れ筋
予報として
3.気象会社ができる理由を予想する
。何も見ないで予想する
。資料を見て予想する
※予想を出し合って話し合う
。みんなの生活が豊かになった
。天気情報のニーズが高くなった
・通信手段が発達した
4.天気情報のニーズが高くなってきたこ
とを中心にして考える
。何かの産業に従事する人になって、天気
情報を注文する
。梨の生産農家が、大風が近づいたときに、
梨の落下情報として
・ レジャーに出かける計画を立てている家
庭が晴れグス情報として
・商店主に客ダス情報として
,商品の売れダス情報として
5,VTR(売れ筋情報)を見て、天気情
報のニーズがあることを確かめる
・気付いたことをメモする
。気象と売れ筋食品は関係の強いことに気
付く
6.自己評価カードで、今日の学び方や問
題について振り返る
。学び方を振り返る
・問題に対する考えや問いを善く
。これからの学習の仕方を決める
気象情報はどこから提供されていたか
天気情報は商品になるのだろうか
気象会社はあるか
いくつあるだろうか
いつ、どこにできたか
どんな天気情報が売れているのだろうか
なぜウェザーニューズ社のような気象会社
ができるのだろうか
何も見ないで、予想しなさい !
予想ができない人は資料を見なさい
・ どんな人がどんな情報を欲しがっていると
思いますか !
気付いたことをメモしなさい
VTRで何が分かりましたか
天気情報には、売れ筋食品などのエーズが
あり、多くの人に利用されている
自己評価カードで振り返ろう !
・気象庁から提供されている
・商品にならないと思う
。あっても少ないと思う
。わからない
。最近、東京のような大都市にできて
いるかもしれない
・ どんな天気情報だろう
・工場の電気が落督で切れる前に、自
家発電に切り換える予報として
・野球場で、今日野球をして雨が降ら
ないかどうかの予測として
・デイズニーランドで、今日どんなも
のが売れるか無駄を出さない予報とし
て
'国民の生活が豊かになってきたので、
きめの細かい情報を必要とする人が増
えてきたためである
・工場や会社だけでなく、いろいろの
産業や人々の生活のなかで、天気情報
が必要になってきたためである
。通信手段が発達していろいろの天気
情報が分かりやすく見られるようになっ
てきたためである
。梨の生産をしている農家の人は、台
風が近づいてくると、どのくらいの時
間に来てどのくらい落ちるかを知りた
い
・レジャーにでかける予定を計画する
家庭では、よい天気になるかどうかが
知りたい。
・商店の人は、どのくらいの客が来て
どのくらい何が売れるかを知りたい。
・気象によって食パン、牛乳、うどん、
豆腐の売れ具合が変わってくるのが分
かる
。天気情報のニーズは、とても高いと
いえそうである
・他の理由についても調べるようにし
たい
。今日帰ったら早速調べたい
・今までの学習事項を確認する
。天気情報が商品になることを教える
。石橋社長の写真から人物イメージをも
たせて捉えやすくする
。天気情報を3つだけ教える
・ 2人に1枚配付して考えさせる
。何かの産業に従事する人かまたは家族
の一人になったつもりで、会社に電話を
する活動をして天気情報を注文する
・いろいろの例が考えられるので、幅広
く利用されているだろうということに気
付かせる
・見学不可能なのでVTR視聴させる
。通信手段の発達について分かるVTR
も準備しておく
・全面的解決に至っていないことに気付
かせ、次時の学習問題につなげる
。自己評価カードに書かせるとともに、
これからの学習の仕方について、その決
意を表明させる
・石橋社長の写真
・石橋社長の思い出
・ウェザーニュー ズ社
の天気情報
・ウェザーニュー ズ社
の仕事内容
・VTR(食品売れ
筋情報)
自己評価カード
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学習過程 (第二次案)
勤活習学 主 な 発 問 と 働 き か け 予想される発言・思考、説明 指 導 上 の 意 図・ 留 意 点 資料・準備物
1.天気情報について話し合う
。提供は、気象庁 (気象台)だった。
・天気情報は商品になるか考える。
・ウェザーニューズ社の存在を知る。
・気象会社が12社あることを知る。
・1980年代にでき、東京にある。
・石橋博良氏が設立した会社である。
2.どんな天気情報 (商品)が売れている
かを知る。
・工場に落雷による自家発電情報として
・野球場に開催可否情報として。
・東京ディズニーランドの食べ物の売れ筋
やパレード実施情報として。
3.気象会社のねらいを予想する。
・何も見ないで予想する。
・資料を見て予想する。
※予想を出し合って話し合う
。天気情報のニーズが国民に高くなって限
られた地域の情報が必要になった。
・天気情報を必要とする業種がある。
・通信手段が発達して、きめの細かい情報
が作れるようになった。
4.天気情報のニーズが国民や特定の業種
に高くなってきたことを考える。
・何かの産業に従事する人になって、必要
な天気情報を考える。
・果実生産農家の落ちマス情報として。
・輸送業の安全に送れマス情報として。
・レジャー施設の晴れダス情報として。
・建設工事の進みダス情報として。
・商店主に客ダス情報として。
・商品の売れグス情報として。
※マーケット店長として情報を注文する
5.VTR(売れ筋情報)を見て、天気情報
のニーズがあることを確かめる。
・気付いたことをメモする。
・気象と売れ筋食品は関係の強いことが分
かる。
。その他にも、会社のねらいがありそうな
ことイこ気付く。
6.自己評価カードで、今日の学び方や問
題について振り返る。
・学び方を振り返る。
・問題に対する考えや問いを書く。
・ これからの学冒の仕方を決める。
・気象情報はどこから提供されていたか。
・天気情報は商品になるのだろうか。
・気象会社はあるか。
・いくつあるだろうか。
・いつ、どこにできたか。
キどんな天気情報が売れているのだろうか。
天気情報を商品として売っているウェザー
ニューズ社のような会社がある。
◎どんな問いをもちましたかP
ウェザーニューズ社は、どこに目を付けて
天気情報を商品 (モノ)として売っている
のだろうか P
※何も見ないで予想をしよう !
・予想ができない人は、資料を見て予想をし
てみよう!
・ どんな仕事の人が天気情報を欲しがってい
ると思いますか P
。それはなぜですか P
※店長として天気情報を注文してみよう。
・VTRがよく見える位置に動こう 1
・気付いたことをメモしよう !
・VTRで何が分かりましたか P
天気情報は、売れ筋食品などのニーズがあ
り、多くの人に利用されている。
自己評価カードで振り返ろう |
・今後どんな問いをどのようにして調べてい
きますか P
E蝙 監 :ζ評
駕 :
。最近東京のような大都市にできてい
るかもしれない。
*どんな天気情報だろうか。
・落督で工場がストップしたら、生産
が途中止めになって困る。
・野球場の弁当や食べ物の仕入れに因
る。
・お客さんから吉情が出るかもしれな
いので困る。
○なぜ、会社を作ることができたかP
Oどのようにして売っているのかP
O他にどんな商品があるか P
O国民の生活が豊かになってきたので、
きめの細かい情報を必要とする人が増
えてきたためである。
①工場や会社だけでなく、いろいろの
業種や人々が、天気情報を必要として
きている。
①通信手段が発達して天気情報が判り
やすく見られるようになってきたため
である。
・海洋航路の安全情報として。
・気象庁以外の局地防災情報として
・輸送業の道路・輸送時間の計画
・稲作や他の農作物の生育・病虫害冷
害などの報として。
・エネルギー (電力)の需要予報
・野外での建設工事の予定として。
・製造・流通業 (食料、衣料、家電、
食品)の生産・販売量の予測として
・ レジャー施設の利益確保として。
キ予想を確かめてみたい。
④気象によって、食パン、牛乳、うど
ん、豆腐の売れ具合が変わってくるの
が分かる。
④天気情報のニーズは、とても高いと
いえそうである。
・他の理由についても調べてみるよう
にしたい。
・今日帰ったら早速調べたい。
。今までの学習事項を確認する。
・気象情報が気象庁から提供されている
にもかかわらず、天気情報が商品になる
ことを教えて、今までの認識をゆさぶる。
・石橋社長の写真から、人物イメージを
もたせて捉えやすくする。
・天気情報を3つだけ教える。
・子供たちの問いを基にして、問題を設
定するように進めていく。
予想を話し合ってから、自分の考えを書
かせる。
・資料は自分で判断して取りにこさせ、
予想ができるようにさせる。
・何かの産業に従事する人かまたは家族
の一人になったつもりで、天気情報を考
えさせる。
・特定の業種に、天気情報のニーズが高
し】ことに気付かせる。
・いろいろの例が考えられるので、幅広
く利用されているだろうということに気
付かせる。
・店長となる体験的活動をさせる。
・見学不可能なのでVTR試聴させる。
・通信手段の発達について分かるVTR
も準備しておく。
・ 全面的解決に至 ってないことに気付か
せ、次時の学習問題 につなげる。
。自己評価 カー ドに書かせるとともにこ
れか らの学習の仕方について、その決意
を表明 させる
・石橋社長の写真
・石橋社長の
思い出
・ウェザーニュー ズ社
の天気情報
・ウェザーニュー ズ社
の仕事内容
・ァレフォン
・VTR(食品売れ
筋情報)
自己評価 カー ド
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